
えびの市



・自主防災組織

・自主防災組織の運用

・防災リーダと防災士

・防災士資格取得について

・自主防災組織の活動

・防災行政無線による放送



■自主防災組織とは

• 「自分たちの地域を自分たちで守るため」に自主的に結
成する組織です。災害時にそれぞれが役目を果たせるよ
う、日頃から積極的に防災訓練などに取り組み、組織の
連携強化や防災資機材等の充実を図りましょう。

• また、地域の特性に沿って、どの分野の災害に特化して
組織づくりをおこなっていくか話し合い、それぞれの地
域独自の自主防災の方向性を決める必要があります。

■自主防災組織の必要性

• いざというときには、市の対応や救助・物資等に頼らず
「自分たちの命は自分たちで守る」という意識が大切で
す。

• 非常時に、地域住民の一人ひとりが組織的に情報伝達や
避難誘導、避難所運営などの自主的な活動を行うことが
できるよう、日頃から非常時に備え、地域で防災活動を
行うこと、周りの住民とコミュニケーションをしっかり
とっておくことが大切です。



自治会総会での決議

市へ設立届の提出（自主防災組織設立届出書）

それぞれの地域の特色にあった組織づくり



■防災リーダーとは

• 効果的に自主防災活動を行うために、住民の先頭に立っ
て中心的な役割を担う人のことです。防災リーダーを中
心に、自主防災組織の活動に参加する一人ひとりの役割
分担を決め、地域の実情に沿った組織の編成をおこなっ
てください。

• 平常時には、防災訓練の実施や防災資機材の整備な
ど、自主防災組織が行う活動全般の企画・運営をし
ます。

• 災害時には、被害状況などの把握に努め、各班がそ
れぞれの活動を円滑に実行できるよう指示・統括し
ます。

■防災士とは

• 平常時は、自主防災組織が積極的に活動できるよう自分
が動き、地域での防災啓発や訓練などを実施していきま
す。災害時は、避難や復旧・復興に係るボランティア活
動あるいは物資の調達・運搬等各種の支援活動に参加し、
時には重機を使ったガレキ処理等専門技術を活かした活
動も実施されています。

• 防災士資格は民間資格です。防災士資格取得により特定
の権利が得られる、もしくは行動が義務づけられると
いったことはありません。あくまでも自発的な防災ボラ
ンティア活動を行うということです。しかし、近年全国
的に防災士の社会的評価と期待は急速に高まっています。
防災士は、こうした社会の信認性を背景に、志と使命感
をもって活動することが期待されています。



■宮崎県養成防災士の資格取得方法

※救急救命講習については、②～⑤の期間中に受講

※この期間で受講できない場合は、認証登録までに受講

■資格取得にかかる費用

⑤受験料：3,000円⇒

⑥登録料：5,000円⇒
申請すればどちらも市が助成します

④
救
急
救
命
講
習
受
講

①基礎コース（1日間） ※7月－ 9月

②課題レポートの作成・提出 ※10月－12月

③専門コース（２日間） ※1月－ 2月

※2月－ 3月

※5月ごろ

⑤防災士資格取得試験 ※③の2日目

⑥合格通知受領 ⇒ 認証登録

⑦防災士認証状交付式



■防災訓練

• 個別訓練、総合訓練、体験イベント型訓練及び図上訓練が
代表的に実施されています。こうした訓練は重要で、発災
時に人の命を救い、災害を拡大させないことにつながりま
す。

■防災資機材等の整備

• 自主防災組織が、情報収集･伝達、初期消火、救出･救護、
避難誘導、給食･給水等の役割を果たすためには、それぞ
れの役割に必要な資機材等を備えておく必要があります。

• 自分の地域に何があるのか確認して、不足しているものな
どや必要なものなどを計画的に整備し、いざというときに
使用できるよう、日頃から点検と取扱い方法を学んでおき
ましょう。

※詳しくは「自主防災組織の手引き（活動支援補助金編）」

をご覧ください

■災害危険箇所の把握

• 地域の災害危険箇所を把握し、防災に関する認識を高める
ことも大切です。「えびの市防災ハザードマップ」を活用
し、災害に応じた危険箇所を把握しておきましょう。



■もしも聞き取れなかったら

• 災害時に市が使用するえびの市防災行政無線については、
天候不良や風の影響等により聞き取りにくい場合があり
ます。そのようなときには、再確認用フリーダイヤルを
ご使用ください。

※通話料は無料です

※直近で流れた放送内容のみ確認できます


